














た地震（2006 年 4 月 21 日伊豆半島東方沖地
















2006 年 4 月 21 日 02:50 JST に初島沖ステー





ADCP (Acoustic Doppler Current Profiler：層別
流向流速プロファイラ)により流速の増加が
観測されており，計測対象の最下層（海底か
らの高度 12 m）において，03:23 に北東方向






















そのスペクトルを Fig. 1 及び Fig. 2 にそれぞ
れ示す。本例では最大のピークに対応する周
波数は 1.7 kHz となっている。他の検出波形
についてもそのピークの周波数は 0.5 kHz か
ら 3 kHz の範囲に分布している。 
伊豆半島東方沖における泥流の検出を伴う
地震は，これ以前にも複数回発生しており，










* Investigation of the origin of the sound source associated with mudflow and turbidity current detected 



































                                 (1) 
ここで，f : 中心周波数(Hz)，U : 衝突速度
(m/s)，D : 粒径(m)。 
Fig. 1, 2 に示した波形について，中心周波
数をピーク周波数と同じ 1.7 kHz とし，泥流
の最大流速をもとに衝突速度をオーダーとし








十勝沖ステーションの西北西約 25 km を震
央として 2003 年 9 月 26 日 04:50 JST に発生
した十勝沖地震(MJ 8.0)では，ADCP や電磁流
速計により，最大流速約 1.5 m/s に達する混
濁流が検出されている [7]。ハイドロフォン
(ITC-1010)による音響信号はサンプリング周
波数 100 Hz の連続収録であり，Fig. 3 に示す
ように混濁流が到達した 7 時以降は 10 Hz 未
満の比較的広帯域の音響信号が検出されてい
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Fig. 1 Waveform observed at 02:53 JST on 
Apr. 21st 2006. 1 kHz high-pass filtered. 
Fig. 2 Power spectral density of the 
non-filtered waveform shown in Fig. 1. Fig. 3 Temporal variation of power spectral 
density of the acoustic signal. 
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